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日本語の良さ 価値観・情操 新しい見方・考え方 気質（感性・道徳性・社会性・自主性など） 協同性










話し合い・意見交流 音読 多読 その他
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学習者に有益な教師の教授活動はどうあるべきかに言及した回答も 17 人 19 件あった。
　この類型でのキーワードは「わかりやすさ」である。「筆者の述べようとすることを分か
りやすく子どもに教える授業」「板書が見やすく、字がきれい」など、説明や板書などがわ
かりやすい授業をよい授業の要件としている。また、「知識や関連情報の提示」に分類した
回答では、「時代や背景をとらえることが簡単な授業」「自分たちで気づけないようなおもし
ろさや伏線を教えてくれる」といった回答が見られた。このような教師の活動を重視する回
答では、教師が教えることが重視されているように見える。わかりやすさは教師の指導技術
として重要な要素であるが、「わかりやすく伝える」ことに偏りすぎない授業像を提示する
ことが必要であろう。
4．総括
　本調査に回答してくれた学生は、まだ専門的に国語科の授業について学習していない。し
たがって、授業について語る言葉も多くないし、持っている授業像が抽象的であることは当
然であろう。その中で、回答から垣間見えた学生が持つ「よい国語の授業」像は、次のよう
なものである。
　①　抽象的ではあるが、「おもしろい・興味関心が持てる」ことが重視されている。「おも
しろさ」の一つとしては、「学習者の主体的な活動」が設定されていることが挙げられる。
　②　学習内容が保障されていることは、授業の重要な要素であると認識されている。ただ
し、国語科で習得をめざす学習内容は、「正しさ」に依拠した言語知識や言語運用能力
に重点がおかれやすい。言語能力については「読解力」が多く、読むことの学習が重視
されていることが示唆されている。
　③　学習形態としては、「話し合い」の場面が想定されている。また、学習者が自分の考
えを持てること、そのための準備や環境があることも重視されている。
　④　授業が特定の「答え」に収斂せず、多様な考えが許容される場であることも要件の一
つとして見なされている。
　⑤　わかりやすい説明や、知識の関連情報の提示など、教師の教授行為を重視する意見も、
相対的に多くはないが見られる。
　これらの「よい授業」像は一般論として納得できるものである。一方で、このような授業
は、「理想」であるだけに実現することが難しい。たとえば話し合いにおいて、すべての学
習者の意見を許容できないことは多々あるだろう。大学の授業において「実践力」をめざす
とき、具体的場面において生じる矛盾にどう対応するかを念頭に置く必要がある。学生の持
－ 48 －
（123）
つ授業像を基盤にしながら、それを実現する手立て、あるいは実現できないときにどうすべ
きかも、あわせて指導する必要がある。
　今回の調査に限定するなら、学生は読むこと、特に文学作品を対象とする話し合い場面に
ついて、国語科の授業イメージを作り上げていることが見て取れる。全般的に読むこと以外
の授業に関する記述はほとんどなく、読むことの中でも説明文を扱う授業への言及も見られ
ない。話し合いについても、話し合いに至るまでの過程、たとえば教材の読み取りをどう支
援するかについても触れられていない。また、話し合いや音読など、想定されている授業が
一場面に限定されており、単元構想といった授業のつながりに対する意識も希薄であると言
えるだろう。当然ではあるが、学生が持つ授業像はきわめて微視的である。文学、話し合い
以外の授業像を具体化することが、教科教育の出発点においては必要である。
（いくた　しんじ・本学教員）
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